
 

 

 

 

 

令和４年５月３０日 

▼タイトル 

    令和４年６月高島市議会定例会（第１日目）の結果 

 

▼内容 

  提出議案数  ・議決案件   ６件 

・条例案件   ７件 

        ・予算案件   ３件 

・決議案件   １件  計１７件 

 

  本日の議決状況  

 □議決案件 

 ・議第４３号から議第４７号の５件は、原案のとおり可決しました。 

□予算案件 

 ・議第５６号は、予算常任委員会で付託審査され、原案のとおり可決しました。 

□決議 

・決議第３号（万木豊議員に対する議員辞職勧告決議案）が提案され、原案のとおり

可決しました。 

    ※裏面 

 

  議案の委員会への付託状況  

□議決案件 

  ・議第４８号は、総務常任委員会に付託しました。 

□条例案件 

・議第４９号から議第５３号の５件は、総務常任委員会に付託しました。 

・議第５４号は、文教福祉常任委員会に付託しました。 

・議第５５号は、産業建設常任委員会に付託しました。 

 □予算案件 

・議第５７号および議第５８号は、予算常任委員会に付託しました。 

以上 

 

▼問い合わせ先 

 ○所   属： 議会事務局 

 ○電 話 番 号： ０７４０（２５）８１４０ 

 ○ファックス： ０７４０（２５）８１４６ 



万木豊議員に対する議員辞職勧告決議 

 

我々議員は、市民から負託を受けた者として、その立場と職責の重さを深く自

覚し、高い倫理観と見識をもって、市政の発展と住民福祉の向上に努めなければ

ならない。高島市議会基本条例第４条では、議員の活動原則として議会の構成員

として自己の資質を高めるとともに、市民の代表者として市民福祉の向上を目

指し活動するものとしている。 

しかし、万木豊議員は本年３月３０日に滋賀県警により、「準強制性交の疑い」

で書類送検され、新聞等で繰り返し報道された。準強制性交が疑われる事実が警

察の捜査によって明るみになったことで、万木豊議員は高島市や高島市議会に

対する市民の信頼を失墜させた。 

さらに５月１３日に行われた全員協議会で、中川あゆこ議員は自らが事件の

被害者であると表明されたが、その場においても万木豊議員は、質問に対して

「捜査中の案件のため回答は控える」と繰り返すばかりで、説明責任を果たそう

という姿勢が見られなかった。 

万木豊議員については、コロナ禍の緊急事態宣言中の令和３年８月および９

月の２度にわたり飲酒行為を繰り返したことが明らかになり、同年１２月に高

島市議会議員政治倫理条例違反として措置決定され、議員倫理観の欠如を厳し

く指摘を受けている。 

このように度重なる不祥事をひきおこす万木豊議員は、今回の件に関する検

察庁の判断の如何に関わらず、道義的責任を免れず、議員としての資質が欠如し

ていると言わざるを得ない。 

よって、本市議会は万木豊議員に対して議員辞職勧告をするものである。 

以上、決議する。 

令和４年５月３０日 

                           高 島 市 議 会 


